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phosphate receptor、 Sortilin、 Vps10の相同分子が存在しない。その一方で、cysteine protease 































 審   査   の   要   旨 
これまでに、赤痢アメーバの 11種類の CPBFタンパク質のリガンドや機能は、一部を除き不
明であった。本論文の著者は、細胞生物学と生化学の手法を駆使して CPBF タンパク質の網羅
的機能解析に挑み、多くの特筆すべき新知見を得た。とくに、CPBF2 が、リガンドであるα-
amylase非依存的に組織侵入に関与する可能性を示唆した結果は、今後、赤痢アメーバの組織侵
入メカニズム解明を進める上で出発点となる重要な成果である。著者が、一連の実験を論理的に
構成して綿密に進め、膨大なデータに基づいて優れた成果を導き出した点は高く評価できる。ま
た、哺乳類や酵母などのモデル生物とは異なる、赤痢アメーバ特有のリソソーム酵素輸送機構を
明らかにし、真核生物における細胞内輸送機構の多様性の一端を示した意義は大きい。
平成３１年１月２９日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査
及び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。
その結果、審査委員全員によって合格と判定された。
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。
